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(アドレス変わりました）

た
し
ま
す
。

【
子
ど
も
た
ち
へ
】

　

じ
て
ん
し
ゃ
に
の
る
と
き
は
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
て
じ
て
ん

し
ゃ
に
の
っ
て
ね
。

　

ま
た
、
し
ら
な
い
大
人
に
こ
え

を
か
け
ら
れ
た
と
き
は
、「
た
す
け

て
」
と
大
き
な
こ
え
を
だ
し
て
に

げ
て
ね
。

【
大
人
の
人
へ
】

　

子
供
達
は
恥
ず
か
し
が
り
や
さ

ん
で
す
。「
お
は
よ
う
」「
お
か
え

り
」
等
、
大
人
か
ら
一
声
か
け
運

動
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

又
、
子
供
達
を
見
か
け
た
時
に

危
な
い
行
動
を
見
た
時
に
は
、
や

さ
し
く
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

夏
休
み
・
運
動
会
・
お
祭
り
等

が
あ
り
ま
す
が
、
水
分
補
給
に
注

意
し
て
、
元
気
な
三
秋
っ
子
に
な

っ
て
い
く
様　

一
緒
に
頑
張
っ
て

行
き
ま
し
ょ
う
。

　

令
和
七
年
度
よ
り
二
年
間
、
伊

予
市
青
少
年
補
導
委
員
の
三
秋
地

区
担
当
と
な
り
ま
し
た(

北
組)

藤

岡
健
司
で
す
。
宜
し
く
お
願
い
い

三
秋
地
区
青
少
年

補

導

員

よ

り

（文
責
）　

藤
岡　

健
司

や
す
こ
と
で
し
ょ
う
。
今
回
の
放

流
が
ど
れ
だ
け
の
功
を
奏
す
る
か

は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
ふ
る
さ
と

三
秋
の
宝
と
し
て
そ
の
生
態
を
知

り
、
守
り
続
け
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。

ず
つ
教
室
に
持
ち
帰
り
、
交
尾
を

さ
せ
て
採
卵
し
ま
し
た
。
湿
ら
せ

た
ガ
ー
ゼ
を
水
辺
の
コ
ケ
に
見
立

て
て
虫
か
ご
の
天
井
の
隅
に
取
り

付
け
て
お
く
と
、
翌
朝
に
は
黄
色

い
シ
ミ
の
よ
う
に
卵
が
産
み
つ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
パ
ッ
ク

に
入
れ
て
観
察
を
続
け
て
い
る
と

２
週
間
ほ
ど
で
黒
っ
ぽ
い
粒
々
に

な
り
、
孵
化
し
た
幼
虫
は
次
々
と

水
の
中
に
落
ち
て
い
き
ま
す
。
長

さ
は
１
㎜
ほ
ど
で
す
が
、
顕
微
鏡

で
見
る
と
足
が
成
虫
と
同
じ
６

本
。
カ
ワ
ニ
ナ
を
見
つ
け
る
と
そ

の
肉
の
柔
ら
か
い
部
分
に
か
み
つ

き
、
体
液
を
吸
い
取
り
な
が
ら
成

長
し
て
い
く
の
で
す
。
今
回
は
、

カ
ワ
ニ
ナ
の
準
備
が
間
に
合
わ

ず
、
親
の
ホ
タ
ル
を
捕
っ
た
場
所

に
数
百
匹
の
幼
虫
を
放
流
し
ま
し

た
。

　

ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
激
減
は
、
河

川
の
底
と
両
面
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト

で
覆
っ
た
護
岸
工
事
が
原
因
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
冬
を
越
え
３

㎝
ほ
ど
に
成
長
し
た
幼
虫
は
、
蛹

に
な
る
た
め
に
岸
辺
に
這
い
上
が

っ
て
土
に
潜
り
、
羽
化
し
て
地
上

へ
出
て
き
ま
す
。
潜
る
土
が
あ
れ

ば
、
も
っ
と
も
っ
と
そ
の
数
を
増

　

６
月
７
日
の
鑑
賞
会
で
は
、
辺

り
が
暗
く
な
る
に
つ
れ
、
飛
び
交

う
光
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
く
様

に
安
心
し
ま
し
た
。
タ
イ
ミ
ン
グ

を
合
わ
せ
て
オ
ス
た
ち
が
光
る
同

期
発
光
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

傍
ら
で
ジ
～
ッ
と
光
っ
て
い
る
の

が
メ
ス
で
す
。
ま
た
、
お
し
り
の

２
節
が
光
る
の
が
オ
ス
、
メ
ス
は

１
節
し
か
光
ら
な
い
代
わ
り
に
、

も
う
１
節
が
赤
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

今
回
は
、
オ
ス
と
メ
ス
を
数
匹

ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の

幼

虫

放

流

（文
責
）　

北
山
崎
小
学
校　

森
岡　

郁
雄

　

６
月
７
日
、
お
天
気
が
心
配
さ
れ

た
こ
の
日
、
曇
り
空
の
中
、
恒
例
の

ホ
タ
ル
観
賞
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
も
親
子
連
れ
の
方
を
中
心

に
、
多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
、
前
半

は
竹
ラ
ン
タ
ン
作
り
、
後
半
は
作
っ

た
ラ
ン
タ
ン
を
も
っ
て
、
三
秋
川
沿

い
を
散
策
し
な
が
ら
ホ
タ
ル
を
観
賞

し
ま
し
た
。
昨
年
は
、
雨
で
残
念
な

が
ら
ホ
タ
ル
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
今
年
は
し
っ
か
り

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
た
く
さ

ん
の
ホ
タ
ル
が
舞
う
光
景
は
、
竹
ラ

ン
タ
ン
の
淡
い
光
と
マ
ッ
チ
し
て
幻

想
的
で
し
た
。
ま
た
、
今
年
は
ホ
タ

ル
の
生
態
に
詳
し
い
北
山
小
の
先
生

が
参
加
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
に
実
物

（文
責
）　

原
田　

浩
明

ほ

う

♪

ほ

う

♪

ほ

た

る

こ

い

♪
を
見
な
が
ら
ホ
タ
ル
の
生
態
に
つ
い

て
生
解
説
。
子
ど
も
た
ち
は
目
を
輝

か
せ
な
が
ら
興
味
津
々
で
し
た
。

皆さんのお家に古い写真が眠っていませんか？昔の風景や
お祭り等、三秋に関する昔の写真がございましたらご連絡く
ださい。また、その他の投稿・情報・写真も随時お待ちし
ております。 ★みあきの○○〇 ★うちの家族を紹介します　
etc・・・。自薦他薦問いません。お近くの当新聞編集
委員もしくは、メールにてご連絡下さい。　　
info.miaki@gmail.com

編　集    後    記

https://infomiaki.wixstudio.com/miaki/

この度、地域新聞みあきの公式ホームページがリニューアルさ
れました。これまでなかった創刊号からのバックナンバーも閲
覧できるようになりました。また、全体のデザインも一新され、
以前よりも見やすくなっております。尚、今回のリニューアル
により、ホームページアドレスが変更になっておりますので、
ご注意ください。下記のアドレスを直接入力もしくはQRコード
よりアクセスできるようになっております。今後は、こちらの
新ホームページの内容を随時アップデートして参りますので、
よろしくお願いします。 

第 25 号の当選者は伊予市の北岡さんです。おめでとうご
ざいます。

※参考資料　株式会社クボタ　農業機械の基礎知識

今では、これらの農業機械は、稲作において欠かすことのできな
いものとなっています。最近では、コンピューターの導入で性能
が向上し、収穫量も多くなっています。

A. トラクター
田畑を耕し、土壌づくりをする。インプ

ルメントにより、運搬・草刈り・肥料散布
など様々な作業ができる。

B. 田植え機
育苗された稲の苗を植える。田植えと同

時に肥料や薬剤散布もできる機械もある。
C. コンバイン

稲刈りと同時に脱穀・選別をする。稲以
外にも麦や大豆などの収穫もできる。

Ａ（　い　）・（　ロ　）
Ｂ（　あ　）・（　ハ　）
Ｃ（　う　）・（　イ　）

第25号のクイズの答えと解説

宛先　〒799-3124　伊予市三秋甲２７１－２
            地域新聞みあき事務局　宛
Ｅメール　info.miaki@gmail.com
応募締切 2026年1月5日（月）必着
当選発表　本紙第27号にて
※ご応募いただいた皆様の個人情報は事務局にて厳重に管
理し、プレゼントの発送及び当事務局からのお知らせ以外
の目的では使用いたしません。

応募フォームこちら

①クイズの答え 　　　　　                                                                     
名称（　　　　）目的（　　　　）
②住 所③氏 名④年 令⑤本 紙 の 感 想
（どの記事が良かったか）などを明
記の上、郵便ハガキ・Ｅメール・公
式HPの応募フォーム（左記のQRコ
ードからアクセス）のいずれかにて
ご応募ください。正解者の中から抽
選で１名の方に図書カード５００円
分をプレゼントいたします。

応 募 方 法

Q.この道具（写真）は何でしょう？名称と目的を次の中
から選んで下さい。

名称：
あ.くるり棒（クルリボウ）
い .唐箕（トウミ）    
う .掘り棒（ホリボウ）
目的：
イ . 人参や牛蒡などを土の
中から掘り出す
ロ . 稲や麦の脱穀や大豆な
どの豆類を脱粒する
ハ . 重い実と軽いゴミを選
別する

三秋地区のとある古民家の倉庫にて、明治時代から昭和初
期まで使用されていたと思われる古い道具が見つかりまし
た。

読 者 プ レ ゼ ン ト コ ー ナ ー 
～三秋地区に残る昔の道具クイズ～

　7月下旬に撮影しました。こ
の日、見事な青空だったので明
神山と一緒にパシャリ。
　ちなみに、蓮には色別の花言
葉がついており、この白い花に
ついては、「純粋」「清らかな心
」だそうです。早朝の朝日に照
らされて咲く花は、まさにこの
花言葉そのものではないでしょ
うか。

みあき写真館 （写真・原田　浩明）

花言葉そのものではないでしょ
うか。

　子どもは夢を持っている。大きくな
ったら何になる？ 大人も夢を持って
いる。これから何をしたい？ それで
は、100歳の人はどんな夢を持ってい
る？
　この本は、男性長寿日本一になった
木村次郎右衞門さんをはじめとして、
15 人の 100 歳の人に夢は何かと尋ね
た本です。
　100年という人生経験から発せられ
た言葉は、私たちの心に深く響きま
す。「ありがたいありがたい思いなが
ら、一日一日を大切に。」「自分が生き
とるんやないで、生かしてもらっとる

んや。」「イヤなことがやってきたら、それをいいように受け止める。
」そんな心持ちが100歳まで元気に生きる秘訣なのかもしれません。
　「この歳になっても、子どものことは見てたいと思うもんだ。」とは、
102歳の廣瀬さんの言葉。いくつになっても、子どもを思う気持ちは
かわりません。
　「納得のいくまで髪をセットする」100 歳の近藤さん。素敵なこだ
わりです。
　いくつになっても夢を持つ。小さな夢でいい。小さな夢がいい。
「人生は、たった一日の延長なり。」これは、前述の木村次郎右衞門
さんの言葉です。「毎日がいい日であるようにと念じて、その日その
日を思い残すことなく過ごしてきた」。
　私もこの言葉のように、一日一日を大切に生きていきたいと思いま
す。皆さんの毎日も、どうぞいい日でありますように。

日本ドリームプロジェクト（編集）いろは出版
『 1 0 0 歳 の夢　 1 5 人の人生、 1 0 0 年 分の言葉』

みあき図書館 （文責・岡田　有利子）



石
鎚
神
社
祠
の
近
く
で
別
の
狛
犬

の
一
部
を
発
見
し
ま
し
た
。

　

発
見
さ
れ
た
も
の
は
、
左
後
ろ

足
の
一
部
で
、
陶
器
で
製
作
さ
れ

て
い
ま
す
。
造
り
や
大
き
さ
は
、

本
殿
前
の
狛
犬
と
そ
っ
く
り
で
す

が
、
釉
薬
が
少
し
赤
茶
色
で
明
る

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
左
足
が
、
阿
像
の
物
か
云

像
の
物
か
、
ど
ち
ら
で
あ
る
か
は

断
定
で
き
ま
せ
ん
。
今
後
こ
の
後

ろ
足
も
、
専
門
家
に
見
て
い
た
だ

き
、
槇
鹿
蔵
の
作
品
で
あ
る
か
鑑

定
し
て
い
た
だ
く
と
た
す
か
り
ま

す
。

　

明
治
四
十
二
年
調
（
愛
媛
県
庁

蔵
）
の
愛
媛
県
社
寺
一
覧
表
に
は
、

三
秋
大
原
の
水
之
明
神
社
の
他

に
、
高
木
山
厳
島
神
社
・
大
原
天

神
社
・
石
尾
山
素
鵞
神
社
の
三
社

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
神
社
と
も
関
係
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
依
然
謎
に
つ
つ
ま
れ

た
状
態
で
す
。

　

水
之
明
神
社
本
殿
前
に
鎮
座
す

る
、
槇
（
河
村
）
鹿
蔵
作
と
思
わ

れ
る
陶
器
製
狛
犬
を
本
誌
第
十
四

号
で
紹
介
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後

陶

器

製

狛

犬

の

左

後

ろ

足

発

見

（文
責
）　

日
山　

貞
治

　

伊
予
市
防
災
行
政
無
線
局
は
、

伊
予
市
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
い

て
設
置
さ
れ
、①
防
災
・
応
急
救
助
・

災
害
復
旧
に
関
す
る
業
務
、②
平
常

時
の
一
般
行
政
事
務
の
広
報
な
ど

に
使
用
さ
れ
ま
す
。

　

親
局
が
伊
予
市
役
所
、
中
継
局

と
し
て
森
山
（
森
・
三
秋
・
中
村

の
境
界
、
標
高
１
７
９
．
１
ｍ
）

と
中
山
町
の
秦
皇
山
の
２
箇
所
に

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

森
山
の
中
継
局
は
、
見
晴
ら
し

伊
予
市
防
災
行
政
無
線
①

（
ぼ
う
さ
い
い
よ
し
）

（文
責
）　

日
山　

貞
治

が
よ
く
伊
予
地
区
を
一
望
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

松
山
自
動
車
道
の
松
山
Ｉ
Ｃ
～

大
洲
Ｉ
Ｃ
の
４
車
線
化
等
事
業
が

現
在
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
三
秋

地
区
に
お
い
て
も
、
伊
予
～
内
子

五
十
崎
（
24
㎞
）
の
う
ち
、
伊
予

地
区
の
一
部
（
６
・
３
㎞
）
で
工

事
が
進
め
ら
れ
、
令
和
７
年
４
月

に
完
了
し
ま
し
た
。

　

主
な
三
秋
地
区
で
の
工
事
は
、

明
神
山
ト
ン
ネ
ル
と
烏
谷
橋
の
工

事
で
す
。
明
神
山
ト
ン
ネ
ル
に
つ

い
て
は
、
幾
度
か
本
新
聞
で
も
報

（文
責
）　

日
山　

貞
治

烏
谷
橋
（
上
り
）

告
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
烏
谷
橋

に
つ
い
て
報
告
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

烏
谷
橋
は
、
橋
長
１
４
０
・
５

ｍ
、
幅
員
９
・
３
１
ｍ
の
鋼
３
径

間
連
続
非
合
成
２
主
鈑
桁
橋
で

す
。
平
成
元
年
の
７
月
か
ら
工
事

が
始
ま
り
、
下
部
の
橋
脚
部
分
は

地
元
の
泉
建
設
、
上
部
の
橋
の
部

分
は
千
葉
県
の
横
河
ブ
リ
ッ
ジ
が

担
当
し
ま
し
た
。

　

こ
の
完
成
に
よ
り
、
明
神
山
ト

ン
ネ
ル
付
近
の
坂
道
区
間
で
渋
滞

が
発
生
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
特
に
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
や
年
末
年
始
の
渋
滞
緩
和
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

行
い
ま
し
た
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

キ
ャ
ッ
プ
と
マ
グ
ネ
ッ
ト
、
紙
粘

土
、
麻
紐
で
で
き
る
か
わ
い
い
マ

グ
ネ
ッ
ト
は
、
同
じ
材
料
を
使
っ

て
い
る
の
に
一
人
ひ
と
り
個
性
が

良
く
出
て
い
ま
し
た
。
少
し
休
憩

を
挟
み
、
畑
に
作
成
し
た
植
物
迷

路
を
楽
し
み
ま
し
た
。
３
つ
の
ポ

イ
ン
ト
に
は
キ
ャ
ン
プ
地
三
秋
の

区
長
と
総
代
の
２
人
の
方
に
ご
協

力
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
題

を
ク
リ
ア
し
て
ス
タ
ン
プ
を
も
ら

う
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
キ
ュ
ウ
リ
収

穫
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
中
に
は

星
形
の
キ
ュ
ウ
リ
を
発
見
す
る

ラ
ッ
キ
ー
な
子
も
い
ま
し
た
。
冷

た
い
キ
ュ
ウ
リ
も
用
意
し
て
い
た

だ
き
、
も
っ
と
食
べ
た
い
！
と
い

う
参
加
者
も
続
出
で
す
。

　

昨
年
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は

さ
く
さ
く
と
、
初
め
て
の
お
友
達

は
ど
き
ど
き
し
な
が
ら
、
み
ん
な

き
ら
き
ら
し
た
表
情
で
参
加
し
て

い
ま
し
た
。
す
べ
て
の
プ
ロ
グ
ラ

　

２
０
２
５
年
８
月
23
日
（
土
）

に
伊
予
市
三
秋
に
あ
る
西
願
寺
に

て
第
15
回
わ
く
わ
く
体
験
デ
ィ

キ
ャ
ン
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。
県

下
の
小
学
３
年
生
か
ら
小
学
６
年

生
ま
で
の
総
勢
28
名
の
子
ど
も
達

が
参
加
し
、
楽
し
い
野
外
活
動
を

経
験
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
に
集
ま
り
、
開
会
式
の

後
さ
っ
そ
く
会
場
で
あ
る
西
願
寺

住
職
の
玉
井
和
尚
に
よ
る
座
禅
体

験
を
実
施
し
ま
し
た
。
み
ん
な
静

か
に
集
中
し
て
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
次
に
参
加
者
で
チ
ー

ム
を
組
み
、
ゲ
ー
ム
大
会
で
競
争

し
な
が
ら
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
な
ど
実
施
し
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
お

昼
ご
飯
の
あ
と
は
麦
わ
ら
帽
子
の

形
を
し
た
マ
グ
ネ
ッ
ト
の
作
成
を

第
15
回
わ
く
わ
く
体
験

デ

ィ

キ

ャ

ン

プ

（文
責
）　

愛
媛
県
Ｖ
Ｙ
Ｓ
連
合
協
議
会

谷
本　

和
之

ム
が
終
わ
り
最
後
に
み
ん
な
笑
顔

の
集
合
写
真
を
撮
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

こ
の
竹
林
は
、
二
年
前
の
初
夏

に
開
花
し
始
め
、
今
年
の
春
に
は

葉
が
す
べ
て
枯
れ
、
緑
色
だ
っ
た

枝
や
稈
の
色
も
抜
け
、
白
み
を
帯

び
て
し
な
び
れ
た
状
態
に
な
っ
て

い
ま
す
。
な
か
に
は
、
折
れ
曲
が

り
倒
れ
掛
か
っ
て
い
る
も
の
も
多

く
見
ら
れ
ま
す
。

　

開
花
の
周
期
が
そ
ろ
っ
て
し
ま

う
理
由
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
地

下
茎
の
一
部
は
生
き
残
る
た
め
絶

滅
す
る
こ
と
は
な
い
と
の
こ
と
で

す
。

　

三
秋
に
住
所
を
移
し
て
二
十
五

年
以
上
に
な
り
ま
す
が
、
初
め
て

の
現
象
で
驚
い
て
い
ま
す
。

　

ハ
チ
ク
は
、
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
・

マ
ダ
ケ
と
と
も
に
、
主
要
な
竹
の

一
つ
で
す
が
、
そ
の
「
ハ
チ
ク
」

が
全
国
各
地
で
一
斉
に
枯
れ
る
と

い
う
、
百
二
十
年
に
一
度
の
現
象

が
、
こ
こ
三
秋
地
区
で
も
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

「
ハ
チ
ク
」
が
枯
れ
る

（文
責
）　

日
山　

貞
治

　

西
日
本
で
は
５
年
に
１
度
、
た

ん
ぽ
ぽ
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
の
調
査
期
間
は
、
２
０

２
４
年
と
２
０
２
５
年
の
３
月
１

日
～
５
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

三
秋
地
区
で
は
、
在
来
種
の
シ

ロ
バ
ナ
タ
ン
ポ
ポ
が
多
く
自
生
し

て
い
ま
す
。
黄
色
い
た
ん
ぽ
ぽ
は
、

外
来
種
の
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
と

一
部
ア
カ
ミ
タ
ン
ポ
ポ
（
種
の
部

分
が
赤
褐
色
）
の
二
種
類
が
見
ら

れ
ま
す
。

　

在
来
種
の
カ
ン
サ
イ
タ
ン
ポ
ポ

は
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
カ
ン
サ
イ
タ
ン
ポ
ポ
は
、

花
の
総
苞
外
片
（
花
の
下
部
に
あ

る
、
緑
色
の
が
く
片
の
外
側
部
分
）

が
反
り
返
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
活
動
に
は
、
多
く
の
学
校

や
グ
ル
ー
プ
が
参
加
さ
れ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
も
、
散
歩
が
て
ら
に

た
ん
ぽ
ぽ
を
観
察
さ
れ
て
は
い
か

が
で
す
か
。

三
秋
の
た
ん
ぽ
ぽ

（文
責
）　

日
山　

貞
治

　

現
在
、
大
池
の
水
は
ほ
ぼ
排
水

さ
れ
、
一
部
堤
防
の
工
事
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
工
事

関
係
者
の
方
よ
り
特
別
に
許
可
を

頂
き
、
池
底
が
露
わ
に
な
っ
た
タ

イ
ミ
ン
グ
で
「
底
樋
」
の
撮
影
に

行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
大
池
築
造

当
初
か
ら
あ
る
こ
の
「
底
樋
」
は

す
べ
て
が
木
製
で
、
長
い
年
月
が

経
っ
て
も
腐
ら
ず
、
ほ
ぼ
原
形
の

ま
ま
の
状
態
が
見
れ
た
こ
と
は
大

変
貴
重
で
し
た
。

　

去
る
６
月
17
日
、
三
秋
集
会
所

に
て
、『
防
災
重
点
農
業
用
た
め
池

緊
急
整
備
事
業
「
三
秋
大
池
地
区

」
関
係
者
説
明
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
事
業
の
進
捗
、
予
算
の
状
況
、

工
事
実
施
の
予
定
、
工
事
期
間
お

よ
び
通
年
施
工
等
に
つ
い
て
の
説

明
が
あ
り
、
事
業
完
了
ま
で
最
低

で
も
５
年
、
状
況
の
変
化
に
よ
っ

て
は
、
更
に
延
長
さ
れ
る
場
合
も

あ
り
得
る
と
の
見
解
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

三

秋

大

池

改

修

工

事

始

ま

る

（文
責
）　

原
田　

浩
明

ち
に
も
ご
協
力
頂
き
、
出
店
ブ
ー

ス
で
は
、
雨
に
負
け
な
い
盛
り
上

が
り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん

な
中
、
飾
っ
て
あ
っ
た
レ
ン
コ
ン

の
葉
と
花
を
見
た
あ
る
お
客
さ
ん

か
ら
、「
レ
ン
コ
ン
の
み
あ
き
よ

ね
ぇ
？
」
と
声
を
掛
け
ら
れ
る
場

面
も
。
今
年
で
７
年
目
を
迎
え
る

レ
ン
コ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
お
陰
で
、

「
レ
ン
コ
ン
＝
み
あ
き
」
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
つ
つ
あ
る
の

か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

小
雨
が
降
る
８
月
10
日
早
朝
、

手
づ
く
り
交
流
市
場
『
町
家
』
に

て
、
恒
例
の
「
三
秋
フ
ェ
ア
２
０

２
５
」
が
行
わ
れ
、
昨
年
よ
り
コ

ラ
ボ
し
て
い
る
「
い
よ
あ
か
り
」

さ
ん
と
共
に
、
地
場
産
の
農
産
物

や
竹
あ
か
り
な
ど
を
販
売
・
展
示
。

ま
た
、
レ
ン
コ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
は

じ
め
と
し
た
「
地
域
新
聞
み
あ
き

」
の
活
動
に
つ
い
て
も
紹
介
、
来

場
者
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
頂
き

ま
し
た
。
今
年
は
、
青
年
海
外
協

力
隊
の
候
補
生
の
方
々
や
、
伊
予

市
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
方
た

「
レ
ン
コ
ン
の
み
あ
き
」

定
着
？
ｉ
ｎ
町
家

（文
責
）　

原
田　

浩
明




